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億円）を学校の監査に使っている。その他は、チャイルドマインダー(childminder：特に両

親が共働きの児童を預かる人）の監査に使われている。 

② 学校監査（School inspection）の概要 

学校の監査は次のような目的で行われる。 

○ 学校外から独立した外部の第三者評価を提供すること。 

○ 学校の自己評価と改善の補完や促進をすること。 

○ 保護者に学校の教育の質や水準の情報を提供すること。 

○ それぞれの学校の強みや弱みを明らかすることによって、改善の助言を与えること。 

○ 全国の学校の水準を把握し、教育技能大臣に進言し、政策に反映させること。 

監査内容はおよそ次のとおりである。 

○ 教育の質は子どもたちの能力等に応じて提供されているのか。 

○ 学校で教育の規準が到達されているか。 

○ 予算が効果的に使われているかも含め、校長のリーダーシップや経営の質はどうか。 

○ 子どもたちの精神的、道徳性、社会性、文化性が開発されているか。 

○ 学校によって子どもたちにとって満足のいく状態が与えられているか。 

具体的には手引書である「Every child matters、Framework for the inspection of schools in 
England from September 2005」に基づいて行われ、それぞれ４段階(1 Outstanding；突出した 2 
Good；優良な 3 Satisfactory；満足のいく  4 Inadequate；不十分な)で評価をされる。 

図１は、本年度実施された監査で、数値として評価された項目をまとめたものである。 

 

 

勤労者としての資質能力 

注）2005 年 9 月 14.15 日に、イギリスの第三者評価機関 Ofsted(（教育水準監査院）が実施した 
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